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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
清
々
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
に
組
合
員
及
び
地
域
の
皆
様

よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
対
し
ま
し

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

令
和
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
55
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
関
西
・
大
阪
万
博
で

は
、
最
新
技
術
の
展
示
だ
け
で
な
く
人

間
の
幸
福
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
期
間
中
は
世
界
各
国
よ
り
多
く
の

人
々
が
来
場
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

島
根
県
農
業
協
同
組
合

や
す
ぎ
地
区
本
部

　
　
　
常
務
理
事
本
部
長  

中
　
尾
　
　
武

要
の
高
ま
り
を
象
徴
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
熊
に
よ
る
被
害
が
全

国
的
に
報
告
さ
れ
人
的
被
害
も
増
加
し

ま
し
た
。
熊
被
害
の
増
加
は
気
候
変
動

や
生
態
環
境
の
変
化
、
人
間
の
活
動
の

影
響
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
結
果
と
さ

れ
て
お
り
、
被
害
の
減
少
に
向
け
た
情

報
の
共
有
化
と
対
策
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
気
象
状
況
を
象
徴
す
る
言
葉

と
し
て
、「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
」
と
の
表
現
が
よ
く
使
用
さ
れ
ま

す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
令
和
７
年
６
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
の
平
均
気
温
偏
差
は
、
昨
年
、

一
昨
年
の
記
録
を
大
幅
に
上
回
り
、
３

年
連
続
で
最
も
高
い
記
録
と
な
り
、
猛

暑
日
や
40
℃
以
上
の
延
べ
地
点
数
の
記

録
も
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

地
域
で
過
去
最
も
早
い
梅
雨
明
け
と
な

る
な
ど
季
節
進
行
が
早
く
記
録
的
な
少

雨
と
な
り
ま
し
た
。
当
地
区
本
部
管
内

に
お
い
て
も
猛
暑
に
よ
る
農
産
物
の
品

質
低
下
や
植
付
け
遅
延
、
渇
水
対
策
に

よ
る
労
力
負
担
な
ど
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

長
期
化
及
び
深
刻
化
す
る
地
域
紛
争
や

過
度
な
円
安
の
影
響
に
よ
る
物
価
高
騰

に
は
際
限
が
な
く
、
消
費
行
動
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
生
産

資
材
価
格
等
に
つ
い
て
も
依
然
と
し
て

高
値
で
推
移
し
て
お
り
生
産
活
動
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、
令
和
５
年

か
ら
の
猛
暑
と
水
不
足
の
影
響
か
ら
水

稲
の
作
柄
が
悪
化
す
る
と
と
も
に
、
令

和
６
年
８
月
に
出
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

か
ら
コ
メ
の
不
足
感
が
急
増
し
、
コ
メ

価
格
が
非
常
に
高
騰
し
た
こ
と
か
ら
、

政
府
は
コ
メ
不
足
と
価
格
高
騰
へ
の
対

策
と
し
て
政
府
備
蓄
米
の
市
場
放
出
を

実
施
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
コ
メ
の
輸
入
量
が
非
常
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
場
で
の
コ

メ
の
不
足
感
は
解
消
さ
れ
た
も
の
の
、

一
転
し
て
需
給
緩
和
の
状
況
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
で
は
、
令
和
７
年
産
島

根
米
の
概
算
金
単
価
に
つ
い
て
、
販
売

環
境
及
び
生
産
者
の
営
農
継
続
性
と
生

産
意
欲
の
保
持
の
観
点
か
ら
コ
シ
ヒ
カ

リ
１
等
60
㎏
あ
た
り
２
８
、４
０
０
円

を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
集
荷
を
進
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
資
源
が
少
な

い
日
本
に
お
い
て
は
海
外
か
ら
の
輸
入

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
世
界

的
に
大
規
模
な
気
候
変
動
が
生
じ
て
い

る
局
面
に
お
い
て
は
輸
出
国
で
は
自
国

の
食
料
安
全
保
障
を
優
先
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
、
今
ま
で
の
よ
う
な
輸
入
に

依
存
す
る
考
え
方
は
変
え
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
様
に

生
産
コ
ス
ト
の
適
切
な
価
格
転
嫁
に
つ

い
て
も
、「
安
け
れ
ば
良
い
」
と
の
意

識
を
変
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
も
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
農
業
者
の
意
思
反
映
を
す
る

た
め
の
運
動
体
と
し
て
の
活
動
が
あ
っ

て
こ
そ
、
行
っ
て
い
る
事
業
に
反
映
で

き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
等
の

意
識
を
変
え
る
た
め
の
小
さ
な
行
動
を

粘
り
強
く
行
う
こ
と
、
安
定
的
に
食
糧

を
供
給
す
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
必

要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
Ｊ

Ａ
へ
の
結
集
と
多
く
の
建
設
的
な
意
見

を
頂
く
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

適
正
な
農
産
物
価
格
の
形
成
に
向
け
た

運
動
に
関
係
機
関
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
の
作
物
の
状
況
は
、
基
幹
的
作

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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令和８年の年頭にあたり、旧年中に賜ったご支援、

ご協力に対し、厚く御礼申し上げます。

本年もよろしくお願い申し上げます。

島根県農業協同組合 やすぎ地区本部 役職員一同

謹賀新年

物
で
あ
る
水
稲
に
つ
い
て
適
期
防
除
と

選
別
機
器
等
の
導
入
の
進
展
か
ら
カ
メ

ム
シ
被
害
粒
は
減
少
し
た
も
の
の
、
高

温
障
害
等
と
少
雨
に
よ
り
白
未
熟
粒
等

が
多
く
発
生
す
る
と
と
も
に
、
雑
草
の

繁
茂
に
よ
り
収
穫
を
断
念
さ
れ
る
圃
場

も
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
作
柄
に
つ

い
て
は
一
等
米
比
率
が
倉
庫
検
査
分
で

30
％
台
前
半
と
な
る
と
と
も
に
、
出
荷

契
約
数
量
15
万
８
、７
０
０
袋
に
対
し

て
集
荷
率
は
約
９
割
程
度
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
生
産
資
材
等
の
高

騰
が
継
続
す
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
区
本
部
独
自
対
策
と
し
て
大
口

取
引
奨
励
や
水
稲
農
薬
の
３
％
程
度
の

値
引
き
、
土
壌
分
析
費
用
の
助
成
を
引

き
続
き
行
い
ま
し
た
。

特
産
物
に
お
い
て
は
、
イ
チ
ゴ
は
猛

暑
等
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
、
出
荷
量

は
増
加
し
単
価
も
安
定
的
に
推
移
し
ま

し
た
。
水
田
園
芸
品
目
と
し
て
栽
培
奨

励
し
て
い
る
玉
ね
ぎ
は
、
前
年
並
み
の

単
価
で
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
機

葉
物
野
菜
で
は
猛
暑
の
影
響
か
ら
害
虫

の
発
生
と
作
付
け
遅
延
に
よ
り
販
売
高

は
減
少
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
併
せ
て
、

猛
暑
や
少
雨
の
影
響
か
ら
果
樹
に
お
い

て
も
影
響
が
生
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
畜

産
に
お
い
て
は
、
飼
料
価
格
等
が
高
値

で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
的
な

素
牛
の
減
少
か
ら
和
牛
子
牛
の
販
売
高

は
前
年
比
で
１
割
以
上
上
昇
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
乳
の
販
売
高
は
前
年
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。

以
前
よ
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
「
国

消
国
産
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
国
民
が
必
要
と
し
消
費
す
る
食
料

は
で
き
る
だ
け
国
内
で
生
産
す
る
と
い

う
考
え
で
す
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
管

内
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
の
消
費
拡

大
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
市
内
の

高
校
生
に
環
境
に
配
慮
す
る
テ
ー
マ
で

の
図
柄
募
集
を
行
い
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
イ

ラ
ス
ト
が
入
っ
た
ピ
ン
ク
色
の
シ
ー
ル

等
を
作
成
し
商
品
に
貼
っ
て
出
荷
し
て

も
ら
う
こ
と
や
、
野
菜
等
を
包
む
包
装

フ
ィ
ル
ム
も
Ｃ
О
２
の
排
出
を
２
割
程

度
カ
ッ
ト
し
た
包
装
に
変
え
て
い
く
こ

と
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。
併
せ
て
、
新
た
に
直
売
所
で
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
高
校
生
に
作
成
し
て

も
ら
い
店
舗
内
で
流
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
以
前
よ
り
当
地
区
本
部
で
製
造
し

て
い
る
Ｂ
Ｇ
無
洗
米
及
び
金
芽
米
の
製

造
・
販
売
も
含
め
て
、
管
内
で
生
産
さ

れ
た
農
畜
産
物
の
拡
販
と
や
す
ぎ
地
域

の
環
境
を
大
切
に
し
た
事
業
活
動
を
引

き
続
き
強
く
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
き
れ
い
な
自
然
環
境
を

守
り
な
が
ら
生
産
さ
れ
た
安
来
の
農
畜

産
物
が
、
売
り
場
で
多
く
の
皆
さ
ん
の

目
に
留
ま
り
、
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、

購
入
し
て
食
し
て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が

れ
ば
と
の
思
い
や
未
来
を
担
う
高
校
生

に
こ
の
安
来
を
大
切
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
、
生
産
者
の

方
々
や
行
政
機
関
や
商
工
団
体
の
皆
様

に
も
参
画
を
頂
き
な
が
ら
、
こ
の
運
動

を
拡
大
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
営
面
に
つ
い
て
は
、
特
に
開
設
し

た
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等
の
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
、
や
す
ぎ
の
農
業
や
Ｊ
Ａ

の
活
動
等
の
情
報
発
信
と
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
大
学
生
や
高
校
生
と

の
協
働
活
動
を
更
に
進
め
る
こ
と
で
組

織
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。ま
た
、２
月
に
は
ア
グ
リ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
参
加
頂
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

本
年
は
「
午
」
年
で
す
。
行
動
力
、

社
交
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
年
と

さ
れ
、
特
に
新
し
い
挑
戦
や
冒
険
に
適

し
た
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
か
ら
必
要
と

さ
れ
、
頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
組
織

と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
挑
戦
し
、
誠

心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
慶
び
の
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　やすぎ地区本部の直売所２店舗で秋の収穫祭を開
催しました。
　グリーンセンターはしま店では11月29日、11
月30日に、各種商品の特売、安来産農産物プレゼ
ントのお得なお買い上げ特典の実施、お子さん向け
のミニゲームイベント等を行いました。来場者参加
型の企画は好評で、来場されたお子さんからも非常
に好評でした。
　また、なかうみ菜彩館では12月６日に、先着
100名様限定で、やすぎ直売部会が提供した農産物
や収穫祭への協賛業者提供の地元特産品・土産物品
が必ず当たるくじ引きを行いました。選んだみかん
の下に番号があり、その番号の景品が貰えるユニー
クなくじ引き方法は来場者にとても好評でした。
　また、どちらの店舗でもママ‘ｓキッチンの「肉
巻きおにぎり」の限定販売とやすぎ直売部会による
豚汁の振る舞いが行われ、来場客からは「寒い日の
豚汁はうれしい、具沢山で美味しかった」と喜びの
声が聞けました。

直売所２店舗で収穫祭

　やすぎ地区本部は12月15日（月）に赤江支店、安来南支店、広瀨支店で来店感謝デー
を開催しました。各支店が独自の飾り付け、プレゼント企画を準備してお客様をお迎え
しました。プレゼントを受け取ったお客様はとても喜んでおられました。
　赤江支店では安来産農産物のPRを兼ねて野菜の特価販売と、やすぎ女性部あかえ支
部の手芸作品の展示、安来南支店と広瀨支店では来店客への粗品としてたまごのプレゼ
ントを行いました。
　12月23日（火）には伯太支店で同日開催の「伯
太さい菜市」に合わせ、来店感謝デーが行われ、農
産物販売や地元生産者とやすぎ女性部伯太支部の皆
さんによる豚汁配布や新米おにぎりの振る舞い、お
楽しみ抽選会等が行われ、賑わいをみせていました。
12月24日（水）には安来東支店で来店感謝デーが
行われ、来店者へ
の粗品としてたま
ごのプレゼントを
行い、こちらも大
いに賑わいをみせ
ていました。

やすぎ地区本部　来店感謝デー開催
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　やすぎ地区本部は11月26日、赤江支店にて家の光購読者を
中心とした参加者18名を対象に家の光防災セミナーを開催し
ました。
　家の光12月号を活用した防災に関するセミナーについて家の
光協会より講師を招き、災害時の“もしも”に備えた防災術等につ
いて講義を受けました。参加者にはマイ防災ボトルが配布され、
活用方法についても
説明を受けました。
　また、災害時に使

える防災食として、JA担当者より、家の光掲載のレシピから「コマツナとちく
わのからしじょうゆあえ」、即食レシピとして「緑茶でもどした切り干し大根塩
昆布和え」、「サバ缶とワカメのゴマ和え」について実演を交えて紹介しました。
　参加者からは「防災などについて大変勉強になった」「良いレシピを知ること
が出来た、家でもやってみたい」の声が聞かれました。

　伯太支店は11月30日、参加者18名を対象に女性のための
マネーセミナーを開催しました。
　当日はセゾン投信株式会社より講師を招き、資産運用の必要
性、NISA、お金の育て方、JAで始める生涯投資、セゾン投信
の２つのファンドの特徴などの説明、紹介をいただきました。
　参加者は時折メモを取りながら、熱心に講義に耳を傾け、
「もう少し勉強したい」
「もっと詳しい話を聞
いてみたい」と話して
おられました。

　伯太支店の仲井健司支店長は「伯太支店では初めての試みでしたが、参加された
皆さんが真剣に話を聞いておられ、アンケートでもわかりやすかったという意見が
多く、開催して良かったです」と話しました。

　やすぎ女性部は12月４日、出雲市のラピタで開催された「第39回JAしま
ね女性大会ならびに第26回島根県家の光大会」に参加しました。大会ではく
にびき地区本部、石見銀山地区本部、隠岐地区本部が家の光記事体験発表会を
行いました。やすぎ地区本部は、普及実績における目標達成地区本部として「家
の光」部門で表彰を受けました。
　発表会後の休憩時間には各地区本部の作品展示・販売会が行われ、やすぎ女
性部は安来市産で作られた“手作りジャム、一味唐辛子、ラー油、辛味噌、炒
りピーナッツ、平もち”の販売
を行い、開始数分で完売する商

品もあるほど、非常に盛況でした。また、クリスマス抽選会後には、やすぎ
地区本部では謝恩市にも出演いただいたことでお馴染みの“汰生喜さん”、安
来市出身のサックス奏者“澤田利明”さんによるライブが行われ、大いに盛り
上がりました。やすぎ女性部の原ますみ部長は「炒りピーナッツ、平もちに
ついては即完で驚いた。今後も安来のPRのため頑張りたい」と話しました。

家の光　防災セミナー開催

伯太支店　女性のためのマネーセミナー開催

ＪＡしまね女性大会　島根県家の光大会　開催
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　やすぎ地区本部運営委員会互助会は12月９日、赤江支店にて安来農業の未来を考えるワークショップを開催しました。
同企画には、やすぎ地区本部運営委員、JA職員をはじめ、島根県内の学生も参加。有機葉物野菜の栽培を中心に経営され
ている“（株）きしかわ農園”、苺やメロン等の栽培を中心に経営されている“おおもりファーム（合）”、営農法人として水稲を
中心に高収益作物を栽培されている“（農）のきの郷”、より、モデル事例の発表が行われました。
　発表後、それぞれ３グループに分かれ、将来の安来農業の課題に関して、当日参加した学生の感覚や意見を得ながら、現
状や課題等を共有し、主要課題の絞り込みを重点に
ディスカッションが行われ、その内容について発表
を行いました。参加した学生は「安来の農業につい
て直接知ることでき、大変勉強になった」と話し、
やすぎ地区本部の中尾武本部長は「安来の農業につ
いては個人経営から法人化が進んできている。組織
としての雇用、労働条件等の整備が大切だと感じた。
そのためにはPRが重要で、JAも含めて知ってもら
うことの重要性を改めて感じた。また、今後は環境
に配慮したものも重要視されるため、もっと進歩し
ていきたい」と話しました。

　やすぎ地区本部の新入職員は11月25日、赤江町の花谷農園様にご協力いただき、農業実習を行いました。実習当日は荒
天ではありましたが、ハウス内での有機葉物野菜の収穫作業、袋詰めなどの出荷調整作業を中心に、機械を使用した葉物野
菜の播種作業等も体験しました。実習を終えた新入職員は「農業に必要な知識や技術だけでなく、責任感や丁寧な作業姿勢
の重要さを学ばせていただき、今後の糧となりました」と話しました。

　やすぎ女性部は12月６日、すぱーく広瀬で第８回女性
部グラウンド・ゴルフ大会を開催しました。この大会は部
員同士の交流を深めながら、身体を動かして健康に繋がる
活動として例年開催しています。同女性部の仲佐保美副部
長が開会の挨拶をした後、５チームに分かれてプレイしま
した。
　例年は降雪のある時期ですが、今年は快晴の中、ゲーム
がスタートし、ボールを追いかける足取りも早く、ホール
インワンが出ると大きな歓声が聞こえるなど、楽しみなが
ら交流を深めました。参加者には賞品や参加賞が手渡され、
和やかな雰囲気で大会を終えることができました。

ＪＡ新入職員 農業実習

やすぎ女性部　グラウンド・ゴルフ大会開催

安来農業の未来を考えるワークショップ　開催

14

やすぎニュース



直売部会加入及び出荷方法の説明　20分
野菜講習会　30分
　※質疑　10分

氏名、連絡先電話番号、会場を事前にご連絡ください。
連絡先　JAしまね やすぎ地区本部　生産流通課
　　　　電話：0854－28－7800
　　　　電子メール：ryutu.yas@ja-shimane.gr.jp

直売部会加入説明会開催
令和８年

１月27日(火)
10時～11時　赤江支店 ２階会議室
14時～15時　伯太支店 ２階会議室

１月30日(金)
10時～11時　広瀬支店 会議室

内容

参加
申込

参加者には、野菜栽培暦
をプレゼント

日時
会場

詳細は2月の
しまねびよりで発表

農業イベント

　やすぎ地区本部は12月16日、全国大会出場を決めた島根県立安
来高等学校の男子フェンシング部、女子フェンシング部、男子バレー
ボール部、女子バレーボール部を激励するため同校を訪問しました。
当日は、やすぎ地区本部の中尾武本部長から、男子フェンシング部
キャプテンの和田一馬さん、女子フェンシング部キャプテンの川上
陽菜乃さん、男子バレーボール部キャプテンの楠木快音さん、女子
バレーボール部キャプテンの仁田羽姫さんにＪＡしまねの金芽米き
ぬむすめ合計15㎏ 
と地元農畜産物の消
費に役立てて貰おう

と商品券を贈呈しました。
　中尾本部長は「全国大会の出場おめでとうございます。日頃の練習の成果
を発揮いただき、明るく爽やかにプレイされることを望みます。がんばって
下さい」と選手を激励しました。選手の皆さんはお礼を述べ、「本日頂いた
お米などをエネルギーに変え、感謝の気持ちを忘れず、良い結果が出せるよ
うに頑張りたいと思います」と奮闘を誓いました。

金芽米と地元農畜産物で安来高校選手を応援

とき

ところ

令和8年2月20日金▶21日土 9：00～15：00
アグリミーティングアグリミーティングininやすぎやすぎ

ＪＡしまねやすぎ地区本部 安来南支店
安来市宇賀荘町1255

●各種農業セミナー
・水稲後発雑草およびイネカメムシの
防除方法について
・農作物を守ろう！獣害対策について
・秋落ち・ごま葉枯れ対策での土づくり
について

　（その他サブセミナーも開催予定）

ご来場
記念品
プレゼント！

●各種提案ブース
・肥料農薬相談コーナー
・除草剤当日限定特価販売

●農業用ドローン実演会

●各種相談ブース

ＪＡしまねやすぎ地区本部

同時開催！
農業機械
春の展示会
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令和5年産米の精算結果について
令和６年産米
最終精算後単価

令和６年産
島根米共同計算
収支報告書
（やすぎ地区本部）

令和5年産米の精算結果について令和6年産米の精算結果について
（円／30㎏）※税込

制度 品種 等級 買入単価 最終精算 手取価格

JA米

コシヒカリ

１等（上） 9,000 328.63 9,328
１等 8,900 328.63 9,228
２等 8,700 328.63 9,028
３等 8,200 328.63 8,528

きぬむすめ

１等（上） 8,900 328.63 9,228
１等 8,800 328.63 9,128
２等 8,600 328.63 8,928
３等 8,100 328.63 8,428

特別栽培
つや姫ＳＴ

１等（上） 9,300 328.63 9,628
１等 9,200 328.63 9,528
２等 9,000 328.63 9,328

にこまる
１等 8,800 328.63 9,128
２等 8,600 328.63 8,928
３等 8,100 328.63 8,428

※税込
　収入・支出項目 単位 合　計
販売数量 トン 28,368.90

費目 収入 販売代金 円 /俵 19,633
受入金利 〃 11
国からの助成 〃 0
受取運賃 〃 192
その他 〃 22
合計　Ａ 〃 19,858

支出 概算金償還 〃 17,907
流通・保管等に係わる経費 〃 559

概算金金利等 〃 29
保管料・入出庫料等 〃 244
保険料・補償料 〃 0
運賃 〃 187
安全安心等検査費用 〃 1
集約保管等経費 〃 98

事故処理経費 〃 3
手数料 (全農・ＪＡ ) 〃 15
事務費 〃 0
生産・集荷・販売等に係る経費 〃 101

地区本部への支出経費 〃 87
広告宣伝費等経費 〃 10
その他生産等経費 〃 4

需給調整経費 〃 0
県産米推進協議会等経費 〃 0
監査委員会費用 〃 1
その他  ( 機能別手数料 ) 〃 84
合計　Ｂ 〃 18,671

収入―支出　Ｃ＝Ａ－Ｂ 〃 1,187
仮精算　Ｄ 〃 521
共計事業預り金残高　Ｅ=Ｃ－Ｄ 〃 666
翌年産共計繰越　Ｆ 〃 10
本精算　Ｇ＝Ｅ－Ｆ 〃 656

※買入単価は仮単価＋追加金
の金額です。

※出荷数量に最終精算単価を
乗じた後の小数点以下は切
捨て処理としております。

※右記他の品種および施設出
荷分に関しましては、各営
農経済センターまたは米穀
課にご確認ください。

※四捨五入のため、内訳と合
計が合わない場合がありま
す。

※右記内容は、ＪＡしまね本
店およびやすぎ地区本部販
売の平均金額となります。
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　令和７年12月の全国主要子牛市場平均価格（全農・畜
産生産部12月22日現在速報）は、雌715,189円（前月比
108％）、去勢827,839円（前月比106％）、計777,861円（前
月比107％）で“上昇”の取引となっています。
　本県12月の子牛市場は中央で258頭の取引があり、平均価
格は雌735,334円（前回比70千円高）、去勢804,771円（前
回比75千円高）、平均775,854円（前回比75千円高）で “急騰”
の取引となりました。
　ここのところ、気管支炎や肺炎と診断される牛が多く上場
されており、体格・体重もしっかりしていて仕上がりのいい
牛であるにも関わらず、購買者に敬遠され価格が伸び悩む牛
も見られます。
　子牛は寒さに弱く、体温が下がると免疫力が落ちるといわ
れており、寒さは子牛期に肺炎を引き起こす最も大きな原因
になります。哺乳期の牛に関しては「保温優先」ですが、粗
飼料をしっかり食べるようになった育成期の牛は「換気優先」
と言われます。換気が不十分になると、糞尿から発生する有
害なアンモニアガス等が牛舎に溜まり呼吸器系疾患を発症し
てしまいますので、外気温が低くてもタイミングを見てこま
めな換気を行いましょう。育成期以降の牛は、第１胃で食べ
たものを発酵消化するときに出る発酵熱が体温の最も大きな
発生源と言われています。第１胃の発酵が良好であれば内側
から熱を発生するため、環境温度の低下の影響も少なくなり
ます。育成期には「良質な粗飼料」をしっかり食べる管理を
徹底し、環境変化に強く、購買したいと思われる子牛の上場
をお願いします。

全国は“上昇”、本県中央は“急騰”の取引となる。

12月子牛市場県外移出頭数
滋賀県 岐阜県 三重県 兵庫県 福岡県 山口県 宮崎県 その他 合計 県外移出率

雌 34 0 2 7 0 2 8 24 77 67.54%

去 5 19 17 6 12 6 0 12 77 46.67%

合計 39 19 19 13 12 8 8 36 154 55.20%
（頭数評価含）

島根中央子牛市場
（単位：円・頭）

地区区分
種別区分 安来地区 伯太地区 広瀬地区 地区平均 中央市場

雌

平均価格 688,600 679,525 727,100 688,967 735,334

頭　数 1 4 1 6 103

最高価格 688,600 787,600 727,100 787,600 969,100

ヌ
キ

平均価格 836,000 761,750 827,043 812,900 804,771

頭　数 9 6 7 22 154

最高価格 933,900 788,700 883,300 933,900 1,086,800

総平均価格 821,260 728,860 814,550 786,343 775,854

合計頭数 10 10 8 28 258（1）
【税込価格、（　）内♂頭数】

市 況 動 向

令和７年度　新委員会 第４回
やすぎ地区本部運営委員会　議題
令和７年12月19日（金）赤江支店２階

報告事項
○やすぎ地区本部の事業・運営の状況、
上期決算の状況について

○子会社の上期決算について
○座談会に関する件
○営農経済部からの報告事項
・令和７年11月の販売実績について
・令和７年産米の集荷および検査状況
について

・令和７年産　島根米の追加金につい
て（※支払いなし）
○事業改革プロジェクトの状況につい
て
○安来農業の未来を考えるワーク
ショップについて

2月の外務日は
18日（水）・19日（木）
担当職員がお伺いします。

税務相談会日程
●安来東支店 ２月３日（火）10時～12時
●伯 太 支 店 ２月３日（火）13時30分～15時30分
●広 瀬 支 店 ２月20日（金）10時～12時

◎採用（令和７年12月８日付）
▼営農経済部米穀課・中尾　真理（派遣職員）
◎異動（令和７年12月３日付）（　）内は旧部署
▼本店付企画総務部 総務課付（やすぎ駐在）・高橋　菜摘（安
来東支店信用課）
◎退職（令和７年12月31日付）
▼前田　穣
◎異動（令和８年１月１日付）（　）内は旧部署
▼本店付企画総務部 総務課付（やすぎ駐在）・清山　宏（広
瀬支店比田店店長補佐）▼広瀬支店比田店係長・山本　晶
代（安来東支店信用課係長）
◎採用（令和８年１月１日付）
▼安来東支店信用課・門脇　明莉（派遣職員）

人事異動

なかうみ菜彩館
臨時休業のお知らせ
令和８年１月28日水
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